
                                                                       

            

 

 

第２章 ⼈材育成の実施 

２−１ ライター育成（A 層） 

 

Webライティング業務とはパソコンを使って記事を作成する業務を指し、クライアント

（記事執筆発注者）からテーマや⽂章の体裁等の細かい指⽰（レギュレーション）に沿っ

て執筆・納品することをいう。 

⼀般的な⽂章作成と異なり、与えられたテーマに必要な題材、ソースをネット上から収集

し、レギュレーションに沿ってリライトをすることを主な作業とする。 

実施したカリキュラムは以下となる。 

タイトル 主な内容 時間（H） 

Webライティング初級Ⅰ ・Webライティングの仕事について。 

・SEOライティングについて。 

・市場で求められているライターとトレン

ドについて。 

6 

Webライティング初級Ⅱ ・SEO基礎知識 

・⽂章体裁について 

・レギュレーションの読み⽅について 

10 

Webライティング中級 ・基本⽂章訓練 

・リライト訓練 

10 

Webライティング実践 ・課題作成提出 

・添削個別指導 

10 

WebライティングOJT ・ クライアントからの業務発注と成果物個

別添削、指導 

20 

カリキュラムはすべてオンラインで実施。時間の合わないテレワーカーは後⽇録画を⾒て

課題を提出。 

渡航制限のない時期には各島へ渡りオンサイトでのワークショップ等を開催した。 

 

左図は既に業務受託に進んでいるラ

イター向けの特別講座。 

仕事の最適化と単価向上に向けたポ

イント等を外部講師も交えてリモー

トで実施した。 
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⽯垣市でのワークショップ 

 

宮古島市でのワークショップ 
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Webライティング指導に関わるコミュニケーションはすべてチャットツール（Slack）を

利⽤した。 

 

 

ライター育成者数 

島名 ⼈数（⼈） 修了者割合（修了者/参加者） 

⽯垣島 27 67%（27 ⼈/40 ⼈） 

宮古島 14 47%（14 ⼈/30 ⼈） 

⻄表島 4 100%（4 ⼈/4 ⼈） 

久⽶島 3 25%（3 ⼈/12 ⼈） 

伊江島 3 100%（3 ⼈/3 ⼈） 

伊良部島 1 100%（1 ⼈/1 ⼈） 

粟国島 1 100%（1 ⼈/1 ⼈） 

与那国島 1 50%（1 ⼈/2 ⼈） 

伊平屋島 1 100%（1 ⼈/1 ⼈） 

合計 55  
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２−２ 在宅コールセンターオペレーター育成（A 層） 

 

⼀次電話取次アウトソーシングを運営するクライアントより 3席の在宅コールセンターを

受託。 

 

1,500社以上の企業と契約をしているコールセンターサービス運営企業と席数により外部

委託契約を締結。フルタイム勤務が困難なテレワーカーが 1時間単位で勤務できるよう事

務局でシフト管理。主な業務内容は電話による⼀次対応を実施後、CRM（コールセンター

業務システム）にて契約企業へエスカレーションをする。 

専⾨的な知識は不要ながら、参加資格は 20歳から 50歳までの⼥性という条件がある。 

また、電話対応には様々なマニュアルがあり、ルールの遵守と作業開始までのオペレータ

ートレーニングを育成メニューとして実施した。尚、クライアント、ICO事務局、テレワ

ーカー間の訓練及びコミュニケーションは全てフルリモートにて⾏われた。 
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在宅コールセンターオペレーター就業までの流れ 

1 ⼀次⾯談 

2 システム説明 

3 ⾃宅ネットワークテスト 

4 トークスクリプト訓練 

5 システム取扱訓練 

6 ロールプレイング 

7 OJT 

8 業務開始 

 

その他の短期コールセンター業務（アウトバウンド） 

1. 令和 2 年 11⽉ 10⽇〜11⽉ 23⽇ 

那覇市内イベント（総数 1万⼈規模）来場者への体調に関する個別連絡  

オペレーター3 名 

2. 令和 2 年 12⽉ 1⽇〜12⽉ 3⽇ 

那覇市内イベント（総数 500 ⼈規模）東京からの参加者へ体調に関する個別連絡 

  オペレーター1 名 

コールセンターオペレーター育成のノウハウを得たことから、短期間のコールセンター業

務を低コストで受託できる体制が整ったことは今後に向けて市場での優位性を発揮できる

と考えられる。 

チャット上での指導例（上図・右図） 

在宅コールセンター業務は時給 900円と⾼

単価且つ時間制であることから安定的な収

⼊を得ることが可能でありパートタイムでも⽉ 70,000円の報酬を得るワーカーもいる。 
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２−３ その他 BPO 育成例（B 層） 

 

本事業において、⼊⼒業務等の単純作業に従事する層を B層としてカテゴライズしたが、 

前述のように B層への参加者数の割合が⾼かった。フルリモートの BPOセンターとして

在宅テレワーカー活⽤のアドバンテージが明確になったと考えられる。 

※BPOとは 

Business Process Outsourcing（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）の略。 

企業のある⼀部の業務プロセスのみを外部へ委託することを指す。 

電話対応や単純作業を社内で実施した場合は⽣産性が低下するため、それらの作業を外部

委託し、社内ではより重要性の⾼い業務（コア業務）に就くことで企業全体の⽣産性を上

げることを⽬的としている。 

  
               BPO市場の推移と予測 

BPOは様々な分野が伸び悩む中、成⻑分野として導⼊が進んでいる。 

2023 年には 1兆円近くの市場になることが予測されているが、新型コロナウィルス拡⼤防

⽌の影響によりさらに急成⻑していくと考えられる。 

離島テレワーカーが様々なBPOの受け⽫となるにはさらに数多くの業務受託と納品のサ

イクルを経てノウハウを蓄えることが重要であると考えられる。 
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２−３−１ IDカード作成作業者向け育成 

＜業務内容＞ 

某⾃治体の住⺠⽤ IDカードの作成 

＜ポイント＞ 

個⼈情報を取り扱うことからデータの保護、テレワーカーのセキュリティに対する啓蒙、

情報漏洩のないシステムの構築運⽤が重要である。 

＜作業イメージ＞ 

 

 

＜育成（教育カリキュラム）＞ 

 プロセス 時間（H） 

1 セキュリティ・情報漏洩についてのレクチャー 1 

2 カード作成ソフトの使い⽅ 1 

3 業務⼿順の説明 1 

4 リモートアクセス・シフト登録の⽅法 1 

B層の育成はほぼ作業要領の説明と作業後の個別指導となり、4,5時間程度の短時間で業

務に就くことができる。 

カード作成には専⽤のソフトウ

ェアを使う。 

1時間ほどのレクチャーでほと

んどのテレワーカーが使える。 
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２−３−２ ⾳声アノテーション作業者向け育成 

＜業務内容＞ 

AI開発会社向け⾳声テキスト基礎データ作成 

＜ポイント＞ 

AI機械学習⽤のデータ作成のため、聴こえと⽂字化の属⼈性を排除し、標準化を徹底する

ことが重要であり、且つ、クライアントからのレギュレーション変更等に即時に全テレワ

ーカーが対応することが求められる。（納品物品質の標準化） 

＜作業イメージ＞ 

 
 

＜育成（教育カリキュラム）＞ 

 プロセス 時間（H） 

1 書き起こしマニュアル説明 1 

2 OJT 1 

3 業務中での個別アドバイス チャット 24H 

 

1時間のマニュアル説明で作業に⼊れる業務であり最も就労参加者数が多いプロジェクト

である。 

作業は書き起こし作業とそれをチェックする承認作業に分かれる。 

それぞれ作業中に判断に迷ったものを Slackで質問し、それに対して管理者が回答するこ

とで、チャット上に FAQが⽣成され、全体で標準化を図るという進め⽅となった。 

100 名近くのコミュニケーションを多少の時間軸のずれを許容できる性質のものであった

ため 100%チャットツールによるやりとりで運⽤できている。 
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作業プラットフォーム書き起こし作業画⾯。 

左上の再⽣ボタン押下後流れる⾳声を下のテキスト領域に⽂字として書き起こす。 

 

 

 

書き起こし後に AIが判断した品詞に誤りがあれば修正する。 

（例）「ホンダ」を AIが企業のホンダと認識し固有名詞―社名としていた場合、⽂脈から

個⼈の名前であると作業者が判断すれば固有名詞―⼈名に修正する等。 
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作業プラットフォーム承認作業画⾯ 

 

承認画⾯（納品物となる） 

 

拒否画⾯（書き起こし作業へ差し戻される） 
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本作業の特徴として、作業をしながら標準化を進めていくことが挙げられる。作業開始前

は概要に近いマニュアルを使い、チャットツールで詳細なマニュアルを共有するという流

れの作業となる。 

＜以下参考：チャット内で作業者/管理者のやりとり＞ 
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２−４ 育成スケジュール 
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第３章 業務斡旋の実施 

３−１ 就労者内訳 

          

＜登録者・就業者・育成者内訳＞ 

 

 

 

＜地域就業者内訳＞ 
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＜地域別獲得報酬＞ 

 

 

⼩規模離島単独の稼働量であれば⾃⾛は困難だが、⼤規模離島である程度の稼働量を確保

できているため、⼤規模離島と⼩規模離島の連結によるスケールメリットの創出が実現で

きた。これはアイランドコネクト構想当初のビジョン通りであり、ICTで島を連結、仮想

的テレワークセンターを運⽤するというコンセプトに沿っていると⾔える。 
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 ３−２ 稼働状況 

          

＜業務別稼働率＞ 

 

B層の⾳声アノテーションの稼働率が⾼く、逆に A層のWebライティングの稼働率は相

対的に低めになっている。 

 

＜稼働率の⽉平均＞ 

 

令和 2 年度事業終盤にかけて稼働率が上がっているが、過去 2 年の実績として、稼働率は

30%前後が平均値である。 

稼働率＝業務参加者数÷育成修了者数 
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＜B層の属性について＞ 

 
消極的 B層とは 

• ⻑期育成に参加するも、時間的制約と⽣活スタイルの都合により育成を途中離脱す

る層。 

• スキルを上げたい意識はあるものの、⾃⾝の⽣活サイクル上 B層の業務に参加し

ている層。 

積極的 B層とは 

• スキル向上のための⻑期育成には参加せず、⽣活サイクルに関係なく短期育成で業

務に就くことを希望する層。 

＜主な受託案件と参加者数、⽉平均報酬＞ 
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３−３ 収益状況 

          

 

登録者数・育成修了者数・業務参加者数の増加に⽐例して収益は増加傾向にある。 

 

⼈に依存せず業務基盤に依存するため層が⼊れ替わりながら⼀定の稼働数を保つ仕組み。 
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３−４ キャリアカウンセリングの実施 

          

「キャリアカウンセリング」とは、本来その個⼈にとって望ましい職業選択やキャリア開

発を⽀援することを指す。本事業においては、テレワーカーの「孤独さ」といった課題に

着⽬し、離脱を防ぎ、育成メニューや斡旋業務への参加のアクティブ率を⾼めることを狙

いとして、個別の呼びかけや相談を実施した。加えて、アクティブ率と⽣産性を同時に⾼

めるための⼯夫として、学級的な運営ノウハウを導⼊するなど、以下の取組を実施した。 

 

登録後に⽣活環境の変化、本業の繁忙期等によりテレワークプラットフォームから疎遠に

なるテレワーカーも⼀定数存在することから、事務局PUSH型の案件紹介や育成メニュー

の紹介等を積極的に⾏った。今後はすき間時間で取得できるスキルや案件を増やすことが

キャリアカウンセリングの効果を⾼めることと考えられる。 

また、チャットツール上でのコミュニケーションは仮想上の距離感故に誤解や意⾒の⾷い

違い等、テレワーカーがプラットフォームから疎遠になる原因もあるため、チャットによ

るメッセージの書き⽅等、リテラシーを向上させる取り組みを今後強化する必要がある。 

案件（プロジェクト）毎のチャットグループは仮想上の教室のようなイメージで運営、テ

レワーカー、クライアントの⼀体感が得られたことは今後のテレワークプラットフォーム

運営にとって明るい材料となった。 
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参考 テレワーカー向けキャリア・プランシート 
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キャリアカウンセリングで得た意⾒ 

 
 

 

 

38


